
令
和
６
年
２
月
22
日
（
木
）
神

戸
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル
に
て
、

544
名
が
参
加
し
令
和
５
年
度
の
福

祉
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

K
O
B
E
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
久
保
三

男
副
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、兵

庫
県
警
察
本
部
か
ら
、高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
に
関
す
る
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
の
講
演
で
は
、認
知
症

予
防
に
効
果
の
あ
る
「
回
想
法
」

の
実
践
等
を
さ
れ
て
い
る
出
雲
市

民
病
院
麻
酔
科
部
長
の
鈴
木
正
典

先
生
よ
り
「
回
想
法
」（
想
い
出

は
な
し
は
元
気
の
も
と
）
と
題
し

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
に
は
、長
田
区
老
連
の
11
名
の

会
員
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
場
し
、

鈴
木
先
生
の
コ
ミ
カ
ル
な
進
行
と

広
瀬
一
葉
さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

KOBE
シニア
クラブ

月 日（曜日）予備日 行　事　名 場　　所

5
17(金) ― 高齢消費者被害防止講習会 婦人会館

31(金) ― 令和６年度定時社員総会 婦人会館

6

11(火) ― 友愛福祉活動にかかる
研修会① 総合福祉センター

21(金) ― 会長・リーダー研修会 神戸文化ホール

27(木) ― 近畿ブロック老人クラブ
リーダー研修会 京都府（京都市）

7

12(金) ― 新任会長研修会 総合福祉センター

24(水) ― いきいきクラブ体操
指導者養成研修会 婦人会館

26(金) ― 会員増強研修会 総合福祉センター

30(火) ― 演芸の集い打ち合わせ 総合福祉センター

9 3(火) ― 神戸市老人クラブ大会・
演芸の集い 神戸文化ホール

月 日（曜日）予備日 行　事　名 場　　所

9

15(日)～
21(土) ― 社会奉仕の日一斉奉仕活動 市内全域

23(月)～
30(月)
（準備期
間含む）

― 第59回神戸市高齢者美術作品展 兵庫県民会館

10

11(金) ― ボウリング大会 フェニックスプラザ
長田

18(金) ― 健康のつどい「元気ワクワク健康教室」中央体育館

25(金) ― 友愛福祉活動にかかる研修会② 総合福祉センター

11

2(土) ― 長寿祭ふれあいウォークラリー しあわせの村

7(木) 8(金) 秋季グラウンドゴルフ大会（団体戦）しあわせの村

未定 ― フレイル予防で健康寿命を延ばす
「料理講座」（２回） 未定

20(水)
21(木)

― 第 53回全国老人クラブ大会 神奈川県（横浜市）

12 17(火) ― 輪投げ大会 中央体育館

令和６年度　行事予定（5〜12月）

「
回
想
法
」
で
認
知
症
予
防

「
回
想
法
」
で
認
知
症
予
防

令
和
５
年
度
　
福
祉
研
修
会の

演
奏
を
バ
ッ
ク
に
、思
い
出
の
写

真
を
投
影
し
な
が
ら
回
想
を
語
り

ま
す
。
最
後
は
「
青
い
山
脈
」
を

会
場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
合
唱
し
、

楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、休
憩
を
は
さ
み
、長

田
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
認
知
症

予
防
推
進
委
員
会
の
日
置
一
夫
事

務
局
長
よ
り
「
地
域
に
お
け
る
認

知
症
予
防
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
事
例
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
年
間
を
通
じ
て
、老
人
ク

ラ
ブ
を
中
心
に
、地
域
の
団
体
や

N
P
O
、行
政
、区
社
協
な
ど
が

協
働
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
、今
後
さ
ら
に
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、友
愛
福
祉
部
福
田
麟

太
郎
部
会
長
の
挨
拶
で
、研
修
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

思い出の写真を見つめ、回想を語る会員のみなさん思い出の写真を見つめ、回想を語る会員のみなさん

先生のコミカルな先生のコミカルな
語り口に笑いと語り口に笑いと
感嘆の声がやみません感嘆の声がやみません

広報紙広報紙
令和６年
５月10日
（隔月10日発行）
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私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています
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KOBE
シニア
クラブ

健
康
は
快
適
な
日
常
生
活
の
源

健
康
は
快
適
な
日
常
生
活
の
源

公
益
財
団
法
人
大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
福
祉
財
団
共
催
、
神
戸
健
康
づ
く
り
教
室

令
和
６
年
２
月
５
日

（
月
）
み
な
と
が
わ
ホ
ー
ル

に
て
、神
戸
健
康
づ
く
り
教

室
が
公
益
財
団
法
人
大
阪
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
福
祉
財
団
と
の

共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、126

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

K
O
B
E
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

近
藤
豊
宣
理
事
長
、大
阪
ガ

ス
グ
ル
ー
プ
福
祉
財
団
の
速

水
英
樹
専
務
理
事
の
挨
拶
に

続
い
て
「
快
適
な
日
常
生
活

を
送
る
た
め
の
健
康
づ
く
り

～
運
動
と
生
活
習
慣
～
」
と

健康は誰しもに関わるテーマ、皆さん真剣です健康は誰しもに関わるテーマ、皆さん真剣です

タオル体操でフレイル予防タオル体操でフレイル予防

岡田邦夫先生の講演岡田邦夫先生の講演

「認知症を理解し、
� 地域で支える」

加藤　伸司

東北福祉大学総合福祉学部福祉心理学科
認知症介護研究・研修仙台センター

書　

籍

【お問合せ先】�所属の市町村老人クラブ連合会または
県老連までご連絡ください

クラブ活動の資料としてご活用ください

題
し
た
講
演
を
特
定
非
営
利

活
動
法
人
健
康
研
究
会
の
岡

田
邦
夫
先
生
よ
り
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、高
齢
者
の
健

康
と
体
力
低
下
に
つ
い
て
、フ

レ
イ
ル
予
防
や
認
知
症
予
防

に
つ
い
て
、分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
、講
演
後
は
、

大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
福
祉
財

団
ト
レ
ー
ナ
ー
の
堀
江
利
恵

先
生
の
指
導
に
よ
り
、和
手
拭

い
を
使
っ
た
タ
オ
ル
体
操
を

楽
し
く
行
い
ま
し
た
。

KOBEシニアクラブ第706号　	 隔月１回発行 令和６年�５月10日　（金曜日）　�　（2）
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令
和
６
年
３
月
６
日
（
水
）、

神
戸
市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
の
一
般
社
団
法
人
神
戸

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
理
事

会
に
お
い
て
、令
和
６
年
度
事

業
活
動
方
針
・
事
業
計
画
案

お
よ
び
収
支
予
算
案
が
原
案

通
り
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
、報
告
し
ま
す
。

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

区
老
連
と
緊
密
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、『
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
』
の
三
大
運
動
を
活
動

の
基
本
に
据
え
て
、令
和
６
年

度
事
業
計
画
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
事
業
計
画
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

活
動
方
針

わ
が
国
の
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
推
計
人
口
は
、令
和
５

年
９
月
で
は
３
，
６
２
３
万
人

（
総
人
口
１
２
，
４
４
２
万
人
）

と
前
年
と
く
ら
べ
１
万
人
の
減

少
と
な
り
１
９
５
０
年
以
降

初
め
て
減
少
と
な
っ
た
が
、総

人
口
に
占
め
る
割
合
は
２
９
．

１
％
と
前
年
（
２
９
．０
％
）

に
比
べ

０． １
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
過

去
最
高
と
な
り
、今
後
も
上
昇

を
続
け
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、100
歳
以
上
の
人
口

は
、全
国
で
９
２
，
１
３
９
人
、

【令和６年度】

事
業
計
画
・

収
支
予
算
が
ま
と
ま
る
（
報
告
）

神
戸
市
内
で
は
１
，
３
３
９

人
と
な
っ
て
お
り
、「
人
生

100

年
時
代
」
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、増
加

す
る
高
齢
者
が
健
康
を
維
持

し
、活
力
を
持
っ
て
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
三
大

運
動
と
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

高
齢
者
の
地
域
活
動
に
不
可

欠
な
組
織
で
す
。今
後
も
活
動

を
通
じ
て
、高
齢
者
自
身
の
生

活
だ
け
で
な
く
、地
域
社
会
を

豊
か
に
す
る
役
割
を
担
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
老
人
ク
ラ
ブ
が

期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
す
た

め
に
は
、ク
ラ
ブ
の
存
続
を
含
め

て
会
員
の
増
強
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、会
員
増
強
対
策
「
６

つ
の
目
標
」
を
柱
に
、具
体
的

な
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
各
種
経
常
事
業
を

継
続
し
、会
員
の
福
祉
向
上
を

目
指
す
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、従
来
か
ら
「
見
守
り

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
」
を
は
じ

め
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
対

策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、

悪
徳
商
法
、特
殊
詐
欺
な
ど

は
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。昨

年
は
、兵
庫
県
警
察
本
部
と

特
殊
詐
欺
被
害
や
交
通
事
故

防
止
を
目
的
と
す
る
「
地
域

の
安
全
安
心
に
関
す
る
連
携

協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、今

後
も
さ
ら
に
『
高
齢
消
費
者

被
害
は
高
齢
者
自
ら
が
主
体

と
な
っ
て
防
ご
う
！
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、神
戸
市
や
警
察
な

ど
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、高

齢
消
費
者
被
害
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
27
年
の
介
護
保

険
制
度
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、神

戸
市
で
は
29
年
度
か
ら
新
し
い

地
域
支
援
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、こ
の
事
業
の
「
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

の
一
部
を
老
人
ク
ラ
ブ
が
担
っ

て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
お

り
、関
係
機
関
と
連
携
・
協
力

を
図
り
な
が
ら
、「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
の
た
め
に
も
、

友
愛
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
３
年
以
上
に
わ

た
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、「
コ
ロ

ナ
禍
」
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
活

動
に
支
障
を
き
た
す
状
況
が

あ
り
な
が
ら
、感
染
防
止
の
た

め
の
工
夫
を
し
な
が
ら
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。コ
ロ

ナ
禍
の
収
束
は
い
ま
だ
見
通

せ
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、今
後

も
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を

図
り
な
が
ら
、心
身
の
健
康
を

維
持
し
、フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど

の
観
点
か
ら
も
、活
動
を
継
続

し
、よ
り
活
発
化
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、神
戸
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、老
人

ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
の
ば

そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」
を
掲
げ
、明

る
い
長
寿
社
会
の
実
現
と
保
健

福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

２　

事
業
計
画

事
業
計
画
で
は
、次
の
９
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。①
会

員
増
強
対
策
事
業
（
老
人
ク

ラ
ブ
の
加
入
促
進
、愛
称
「
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
活

用
、亀
の
井
ホ
テ
ル
と
の
利
用

提
携
：
会
員
の
み
の
割
引
制

度
、単
位
ク
ラ
ブ
等
支
援
事
業
）

【
会
員
増
強
対
策 

６
つ
の
目
標
】　

一
、
解
散
ク
ラ
ブ
０
を
め
ざ
そ
う

二
、
会
員
減
少
が
続
く
ク
ラ
ブ

	

は
、
ま
ず
減
少
傾
向
に
歯	

	

止
め
を
か
け
よ
う　

三
、
年
間
１
ク
ラ
ブ
２
～
３
名

	

の
増
を
め
ざ
そ
う

四
、
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
で
会
員

	

増
強
を
め
ざ
そ
う

五
、
新
規
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う

六
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
団
体

	
と
の
連
携
を
は
か
ろ
う

②
健
康
増
進
事
業
（
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
体
力
測
定
会
、

健
康
づ
く
り
研
修
会
、
料
理

講
座
な
ど
）、
③
友
愛
福
祉

事
業
（
社
会
奉
仕
活
動
、
福

祉
研
修
会
、
高
齢
者
相
互
の

助
け
合
い
な
ど
）、
④
高
齢

消
費
者
被
害
防
止
事
業
（
被

害
防
止
に
関
す
る
研
修
会
な

ど
）、⑤
文
化
研
修
事
業
（
高

齢
者
美
術
作
品
展
、
新
任
会

長
研
修
会
な
ど
）、
⑥
広
報

事
業
（「
広
報
紙
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
発
行
な

ど
）、
⑦
単
位
ク
ラ
ブ
等
支

援
事
業
（
健
康
増
進
・
健
康

づ
く
り
事
業
な
ど
に
対
す
る

助
成
事
業
、
ク
ラ
ブ
運
営
に

か
か
る
支
援
な
ど
）、
⑧
関

係
団
体
と
の
連
携
（
全
老
連

や
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
老
連
な

ど
と
の
連
携
）、
⑨
法
人
の

運
営
（
総
会
、
理
事
会
、
各

種
部
会
等
の
運
営
な
ど
）。

令
和
６
年
度
の
収
支
予
算

の
あ
ら
ま
し
を
次
の
と
お
り

紹
介
し
ま
す
。

令和６年度予算のあらまし
（単位：万円）

区分 項　　　目 予算額

経
常
収
入

会 費 収 入 414

事業収入その他 270

補 助 金 等 収 入 3,914

合　　　計 4,598

経
常
支
出

研 修 事 業 費 279 
福 祉 事 業 費 102 

スポーツ事業費 1,015 

文 化 事 業 費 363 
広 報 事 業 費 234 

そ の 他 事 業 費 811 

管 理 費・ そ の 他 1,794 

合　　計 4,598 
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区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

1
月
18
日
（
木
）、東
灘

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
新
年
懇
親
会
が
、神
戸
ベ

イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ

ワ
ー
ズ
本
館
3
階
の
大
宴
会

場
「
六
甲
」
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

区
老
連
佐
々
木
副
会
長

の
司
会
進
行
の
も
と
開
会
さ

れ
、国
歌
斉
唱
に
続
き
、森

松
会
長
が
挨
拶
で
壇
上
に
立

ち
、能
登
半
島
地
震
で
被
災

さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
後
、東

灘
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
発
展
の
た
め
よ
り
一
層
の

協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

「
今
年
こ
そ
は
で
き
る
の

か
し
ら
？
」
と
思
う
こ
と

4
年
・
・
・
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
終
息
し
て
11
月
30
日

（
木
）
に
や
っ
と
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
世
代
間
交
流

会
。久

し
ぶ
り
の
こ
と
な
の
で
、

参
加
者
は
集
ま
る
の
か
な
？ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
は

出
な
い
か
な
？ 

保
育
園
が
休

園
に
な
ら
な
い
か
な
？ 

な
ど

東
灘
区
老
連

北
区
老
連

新
年
懇
親
会
を

�

開
催

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
！
北
区
五
歳
児
世
代
間
交
流
会

�

in
　
北
区
文
化
セ
ン
タ
ー

そ
の
後
、
東
灘
区
中
田

裕
子
区
長
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
乾
杯
。
食
事
と
歓

談
に
入
り
ま
し
た
。
食
事
の

間
に
は
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
に
よ
る
生
演
奏
が
行

わ
れ
、心
地
良
い
音
楽
と
と

も
に
お
い
し
い
料
理
を
楽
し

み
、
演
奏
の
最
後
は
「
青
い

山
脈
」
を
み
ん
な
で
合
唱

し
、絆
を
よ
り
一
層
深
め
ま

し
た
。

懇
親
会
の
終
盤
は
恒
例
と

な
っ
た
福
引
大
会
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
、最
後
は
東
灘

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
飛
躍
と

発
展
を
願
っ
て
三
本
締
め
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

な
ど
心
配
ば
か
り
し
て
い
ま

し
た
。

当
日
は
近
隣
の
鈴
蘭
台
北

町
こ
ど
も
園
、鈴
蘭
台
し
ら

ゆ
り
保
育
園
、鈴
蘭
台
南
町

保
育
所
、鈴
蘭
台
西
町
保
育

所
か
ら
70
名
も
の
園
児
た
ち

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

黄
色
や
青
色
の
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
園
児
た
ち
が
列
を
な

し
て
会
場
に
入
っ
て
来
た
と

き
は
嬉
し
く
て
、嬉
し
く
て

舞
い
上
が
り
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
北
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

か
ら
も
老
体
に
ム
チ
打
ち
な

が
ら
67
名
が
参
加
し
て
下
さ

り
大
感
激
‼
で
す
。

来
賓
を
代
表
し
て
北
区
金

本
区
長
、北
区
老
連
久
保
会

長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
体
操
、ふ
れ
あ
い
あ
そ

び
、ダ
ン
シ
ン
グ
玉
入
れ
、い

ろ
い
ろ
な
に
い
ろ
、歌
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ

ふれあいあそびふれあいあそび
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2
月
22
日
（
木
）
文
化
ホ
ー

ル
で
市
老
連
福
祉
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。
講
演
は
「
回
想
法
」（
想

い
出
は
な
し
は
元
気
の
も
と
）。

認
知
症
予
防
に
有
益
で
あ
る

「
回
想
法
」
だ
が
、開
演
ま
で

様
々
な
苦
労
？
が
あ
っ
た
。
そ

の
裏
話
を
披
露
す
る
。

市
老
連
事
務
局
次
長
か
ら

講
演
内
容
や
講
師
を
ど
う
し
ょ

う
か
ら
が
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。

講
演
を
鈴
木
先
生
（
出
雲
市
在

住
・
医
師
）
に
依
頼
、即
断
で

了
承
。
し
か
し
、数
日
後
先
生

か
ら
「
回
想
法
は
小
規
模
で
や

る
も
の
で
、数
百
人
を
対
象
に

長
田
区
老
連

令
和
５
年
度
福
祉
研
修
会

　
　
講
演
舞
台
裏
　
実
は
大
わ
ら
わ

ラ
ム
に
心
癒
や
さ
れ
、帰
途

に
就
く
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
は
全
員
笑
顔
で
や
さ
し

さ
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、今
回
の

よ
う
に
多
数
集
ま
っ
て
の
大

き
な
交
流
会
は
諸
事
情
に
よ

り
難
し
く
、今
期
を
も
っ
て
幕

を
下
ろ
す
事
に
な
り
ま
し
た
。

保
育
園
の
方
々
か
ら
は
規
模

を
小
さ
く
し
た
り
、形
を
か
え

て
も
「
交
流
は
続
け
て
い
き

た
い
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ

い
て
お
り
嬉
し
い
限
り
で
す
。

楽
し
い
交
流
が
末
永
く
続
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

園
児
の
み
な
さ
ん
と
先
生

方
、こ
の
交
流
会
開
催
に
尽

力
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

は
出
来
な
い
」「
ど
う
し
ょ
う
？

ア
イ
デ
ア
な
い
か
？
」
と
。「
ん

～
。」
と
な
る
も
即
答
。「
あ
る

が
な
ぁ
！
」「
回
想
法
で
っ
し
ゃ

ろ
、な
ら
ト
ン
チ
教
室
で
行
き

ま
し
ょ
」
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
運

の
尽
き
。
先
生
か
ら
夜
討
ち
朝

駆
け
。「
昔
の
神
戸
の
写
真
を

探
せ
」「
写
真
に
合
う
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
音
楽
は
何
に
し
ょ

う
」。
挙
句
に
は
、ト
ン
チ
教
室

だ
か
ら
「
生
徒
を
10
人
ば
か
し

調
達
し
て
く
れ
」。
な
に
な
に
こ

ち
ら
も
超
多
忙
、先
生
の
注
文

に
追
い
ま
く
ら
れ
る
日
々
。

だ
が
、い
つ
の
間
に
か
先
生
の

ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
、ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
奏
者
の
お
願
い
や
ら
、長

田
区
老
連
傘
下
の
ク
ラ
ブ
を
駆

け
回
り
、「
生
徒
集
め
に
奔
走
」。

生
徒
候
補
は
何
の
こ
と
や
ら
ち

ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
。「
面
白
い

や
ん
。
な
ん
か
分
ら
ん
け
ど
や
っ

て
み
よ
」
と
な
っ
た
。

周
到
な
稽
古
な
し
。
当
日
30

分
の
打
ち
合
わ
せ
。
あ
の
大
ホ
ー

ル
で
の
本
番
と
な
っ
た
。
結
果

は
、生
徒
も
観
客
も
、講
師
の
手

の
ひ
ら
で
様
々
な
想
い
出
に
浸
っ

た
。
こ
れ
が
「
回
想
法
」
と
い

う
も
の
か
と
。
区
老
連
の
裏
方

も
無
事
成
就
。
安
堵
・
安
堵
で

す
。

当日打合わせのようす当日打合わせのようす

全員挨拶全員挨拶

いきいきクラブ体操いきいきクラブ体操
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ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
寿
会
健
康
麻
雀
同
好
会
の
活
動

は
つ
ら
つ
サ
ー
ク
ル

 

中
央
区

　
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
寿
会  

  

野
村
　
彰
一

 

垂
水
区

　
滝
の
茶
屋
ク
ラ
ブ  

  

伊
藤
　
孝
子

◆
ク
ラ
ブ
活
動
の
主
旨

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
及
び
ポ
ー

ア
イ
に
お
住
ま
い
の
皆
様
が

麻
雀
を
通
じ
親
睦
を
図
り
、

楽
し
く
麻
雀
を
す
る
こ
と
で

脳
ト
レ
を
促
進
し
、い
つ
ま
で

も
健
康
な
生
活
を
維
持
で
き

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

◆
競
技
方
針

競
技
な
の
で
成
績
を
カ
ウ

ン
ト
し
６
ヶ
月
ご
と
の
総
会

時
に
表
彰
し
ま
す
。
金
銭
の

や
り
取
り
は
し
ま
せ
ん
、競

技
中
は
禁
煙
で
す
、飲
酒
は

し
ま
せ
ん
。

を
動
か
し
ま
す
。
ご
近
所
の

「
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し
」
を

利
用
し
て
10
年
は
続
い
て
い

ま
す
。
皆
が
楽
し
く
続
け
ら

れ
る
こ
と
は
、有
難
い
こ
と
で

す
。先

生
は
81
歳
、板
宿
の
方

か
ら
来
て
く
だ
さ
り
ま
す
。

何
曲
も
次
々
と
創
作
ダ
ン
ス

を
考
え
、美
空
ひ
ば
り
の
唄

か
ら
、滝
廉
太
郎
の
「
花
」、

「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」「
東

京
ブ
ギ
ウ
ギ
」
な
ど
。
３
分

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
の
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
・
検

温
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
・
換
気

を
行
い
競
技
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
会
員
資
格

自
治
会
員
と
そ
の
家
族
等

で
麻
雀
に
興
味
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ

ま
す
。
ま
た
港
島
に
居
住
の

方
で
Ｅ
Ｇ
麻
雀
同
好
会
役
員

会
が
入
会
を
承
認
し
た
人
。

エバーグリーン寿会健康麻雀同好会は２０１４年３月
７日に発足しました。
１  会員数 ：31名（２０２４年３月１日現在）
２  麻雀卓数 ：７台
３  会費 ：男１,８００円／６ヶ月・女９００円／６ヶ月
４  開催日時 ：水曜日・土曜日 13時〜17時
 （祝日・エバーイベントと重なる場合は休）
５  ６ヶ月を１期として期初に総会を実施、６ヶ月間の成績発表を行います。
６  成績は毎回付けて６ヶ月の累計を成績として表彰し、順位によっての賞品

をお渡しします。お金のやり取りはしません。
７  同好会の役員は会長１名・副会長２名・会計担当１名・監査役１名・

役員５名の１０名で構成しています。
８ 毎月月末に来月の予定表と当月の月間報告書を配っています。
９  総会は６ヶ月間の活動報告・決算報告・来期予算・提案事項を検討し

ています。

活動概要活動概要く
ら
い
の
も
の
で
次
か
ら
次
へ
と

飽
き
ま
せ
ん
。

参
加
者
の
平
均
年
齢
は
77

歳
。
坂
の
上
に
あ
る
「
セ
ン
タ
ー

か
け
は
し
」
ま
で
歩
い
て
通
う

だ
け
で
も
運
動
に
な
り
ま
す
し
、

皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、明
る

く
や
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
暮
ら

し
て
い
る
者
ど
う
し
、こ
れ
か
ら

も
「
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し
」
で

皆
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
す
。

ク
ラ
ブ
で
は
、近
く
の
「
城
が

山
公
園
」
の
清
掃
を
月
２
回
、

社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
ま

し
て
皆
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
感

謝
で
す
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
で
は
ダ

ン
ス
e
体
操
と
し
て
、日
本

舞
踊
の
先
生
が
創
作
ダ
ン
ス

を
創
っ
て
く
だ
さ
り
、曲
に
合

わ
せ
て
、
１
，
２
，
３
と
踊
っ

て
い
ま
す
。

毎
週
、木
曜
日
、午
前
10

時
か
ら
11
時
半
迄
。
毎
回
、

20
名
前
後
の
参
加
者
で
身
体

麻雀で、楽しみながら健康に！麻雀で、楽しみながら健康に！

ご興味のある方は是非ご参加を！ご興味のある方は是非ご参加を！

一緒に踊れば、心も通じ合う一緒に踊れば、心も通じ合う

ダンスで仲間も増えました！ダンスで仲間も増えました！
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小
学
１
年
生
と
の

�

昔
遊
び

 

西
区

 

岩
岡
老
人
ク
ラ
ブ
上
睦
会

  
敦
見
　
敏
明

ン
ザ
流
行
に
伴
う
学
級
閉
鎖

が
発
生
し
た
た
め
、急
遽
日

延
べ
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、２
月
20
日
（
火
）、

小
学
校
の
体
育
館
で
、
３

ク
ラ
ス
約

100
名
の
児
童
が
集

合
、
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
８
名

が
参
加
、
９
時
15
分
か
ら
６

班
に
分
か
れ
、
６
種
の
遊
び

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
１
つ

の
遊
び
は
約
25
分
、
あ
や
と

り
は
１
人
で
左
手
５
本
の
指

に
紐
を
巻
き
付
け
色
々
な
形

を
作
り
ま
す
が
、
２

人
１
組
で
あ
や
と
り

を
す
る
に
は
時
間
を
要

し
、
女
性
部
員
か
ら
は

「
時
間
が
足
り
な
か
っ

た
」と
の
感
想
で
し
た
。

ま
た
、こ
ま
廻
し
で
は
、

こ
ま
に
紐
を
巻
き
付
け

る
強
弱
度
が
わ
か
ら

ず
、
男
性
部
員
か
ら

は
若
干
苦
労
し
た
と

の
感
想
で
し
た
。

紙
ひ
こ
う
き
に
つ
い

て
は
、事
前
に
お
願
い

し
て
い
た
折
り
方
の
順
序
表

を
障
子
半
分
く
ら
い
の
台
紙

に
作
っ
て
も
ら
い
、テ
ー
ブ
ル

の
上
方
に
掲
示
、こ
ど
も
た

ち
は
順
序
表
を
見
な
が
ら
各

自
で
作
り
、飛
ば
し
の
競
争

へ
。
各
自
、自
作
の
紙
ひ
こ
う

き
を
持
ち
帰
り
、下
校
後
自

宅
で
遊
ぶ
よ
う
学
校
側
か
ら

の
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、約

70
年
前
に
は
テ
レ
ビ
、冷
蔵

庫
の
な
い
時
代
に
身
の
回
り

に
あ
る
物
で
、竹
馬
、竹
と

ん
ぼ
、水
鉄
砲
等
を
自
作
、

友
達
と
出
来
ば
え
を
見
せ
合

い
競
争
し
た
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
を
説
明
。
夕
刻
に
は
担

任
の
先
生
よ
り
お
礼
の
電
話

が
あ
り
「
次
回
は
何
時
出

来
る
の
で
す
か
」
と
児
童
か

ら
の
言
葉
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
テ
レ
ビ
・
ス
マ
ホ
・
パ

ソ
コ
ン
が
無
く
て
も
出
来
る

遊
び
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
協
力

出
来
る
の
も
う
れ
し
い
も
の

で
す
。

当
ク
ラ
ブ
で
は
、毎
年
２

月
初
め
に
岩
岡
小
学
校
の
１

年
生
の
皆
さ
ん
と
「
昔
あ
そ

び
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

内
容
は
紙
ひ
こ
う
き
、こ
ま

廻
し
、お
手
玉
、け
ん
だ
ま
、

あ
や
と
り
、お
は
じ
き
の
６

種
の
遊
び
で
す
。

令
和
２
年
に
始
ま
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
３
年
間
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
令
和
６
年
に
入

り
、昔
遊
び
を
実
施
し
た
い

旨
、小
学
校
よ
り
申
し
出
が

あ
り
、
１
月
30
日
（
火
）
に

予
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、前

日
の
午
前
中
に
イ
ン
フ
ル
エ

世代を超えて、遊戯に興じる世代を超えて、遊戯に興じる

新たな新たな楽しみ楽しみ
探していませんか？探していませんか？

老人クラブは地域で活動する自主的な組織
私達老人クラブは、仲間づくりを通じて、生きがいと健康づくり・生活を豊かにする楽しい
活動を行うこと。その知識や経験を活かして地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社
会活動に取り組むこと。明るい長寿社会づくり、
保健福祉の向上に努めることを目的としています。

老人クラブ入会のご案内

◯神戸市老人クラブ連合会

▼お問い合わせはコチラまで！

人の役に立ちたい

友人がほしい

趣味を楽しみたい

健康でいたい ☎（078）341-8507

KOBEシニアクラブ 　　　第706号（7）　　　令和６年５月10日　（金曜日）　　　

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています



KOBEシニアクラブ第706号　	 隔月１回発行 令和６年�５月10日　（金曜日）　�　（8）

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています



令和５年中の県下における高齢者の交通事故死者数 58人
自転車乗車中の死者数 13人【高齢者は9人】

KOBEシニアクラブ 　　　第706号（9）　　　令和６年５月10日　（金曜日）　　　

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

交通安全のポイント　　交通安全のポイント　　兵庫県警察交通企画課



文
芸
欄

文
芸
欄

俳
　
　
句

俳
　
　
句

紅
梅
会
（
東
灘
区
）

錆さ
び

て
も
の
歩
み
を
止
め
る
白
紅
梅	

美
恵
子

た
ゆ
ま
ざ
る
歩
み
頂
き
春
隣	

朋　

子

水
仙
の
島
潮
香
り
旅
プ
ラ
ン	

里　

子

命
つ
な
ぐ
幾
度
通
ふ
片
時
雨	

扶
喜
子

風
冷
に
な
ほ
も
懍
と
し
水
仙
花	

松　

子

幼
子
と
福
は
内
と
声
年
の
豆	
比
佐
美

散
歩
の
あ
と
老
人
と
む
日
向
ぼ
こ	
昇
智
子

水
仙
の
香
に
諭
さ
る
る
喪
の
心	

恵

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

早
春
の
風
吹
き
下
ろ
す
千
枚
田	

和　

子

母
の
肩
さ
す
る
赤
鬼
節
分
会え	

悦　

子

長
電
話
急
ぎ
刻
見
る
日
脚
伸
ぶ	

千
枝
子

遠
出
に
も
夕
餉
に
ゆ
と
り
日
脚
伸
ぶ	

道　

子

蛤
に
お
久
し
振
り
と
声
を
か
け　
　
　
　
　

	　

惠　

子

日
脚
伸
ぶ
亡
母
の
杖
に
語
り
か
け	

丘

縁
側
の
う
ぐ
い
す
餅
の
ツ
ン
と
し
て	

和　

志

春
と
な
り
鶯
餅
が
食
べ
た
い
ね	

啓　

臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

駅
伝
の
足
並
み
軽
し
冬
景
色	

山
口　

茂
子

子
や
孫
と
残
雪
眺
め
丹
波
路
へ	

藤
田
ユ
イ
子

根
深
汁
湯
気
も
馳
走
と
夫
を
呼
ぶ	

岡
田
富
早
恵

春
間
近
箱
に
隠
れ
し
ラ
ン
ド
セ
ル	

藤
井　

歌
子

笑
い
咲
く
今
朝
の
白
さ
や
花
辛
夷	

粟
野　

富
江

梅
の
香
を
腹
い
っ
ぱ
い
に
蛍
烏
賊	

山
田　

朝
子

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

古
茶
啜
り
古
き
ア
ル
バ
ム
め
く
る
夜	

馬
場
み
つ
え

七
度
目
の
干え

と支
迎
え
居
り
木
の
芽
時	

山
本　

恒
雄

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

春
が
来
た
親
子
が
は
じ
け
る
五
月
山	

松
村
二
三
枝

報
復
の
戦
火
の
絶
え
ぬ
二
月
尽	

笠
井　

照
子

年
賀
状
今
年
で
仕
舞
う
と
遠
い
友	

佐
藤
か
な
め

コ
ミ
バ
ス
を
囃
し
飛
び
交
う
燕
か
な	

南　

久
美
子

散
る
牡
丹
ひ
と
ひ
ら
ご
と
に
痛
み
あ
り	

中
井　

裕
子

オ
リ
オ
ン
よ
照
ら
す
蕾
は
ま
だ
固
い	

尾
崎　

順
子

時
は
め
ぐ
り
咲
き
誇
る
桜は

な

君
の
い
た
か
ら	

若
林　

節
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

小
春
日
や
付
か
ず
離
れ
ず
鴨
親
子	

石
井　

敏
子

厚
氷
指
先
し
び
れ
儘ま

ま

な
ら
ぬ	

辻　

寿
賀
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

菜
の
花
に
小
さ
き
手
触
れ
笑
顔
な
り	

塩
見　

光
子

う
ぐ
い
す
の
幼
さ
残
し
初
音
か
な	

田
中　

弘
子

恙
な
く
過
ぎ
し
一
日
春
の
宵	

筒
井　

豊
子

紅
梅
の
蕾
一
気
に
二
分
咲
き
て	

中
井　

光
子

針
に
糸
す
っ
と
通
り
て
春
灯
し	

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

覚
め
や
ら
ぬ
森
に
ひ
っ
そ
り
木
の
根
明
く	

久
松　

礼
子

風
な
き
日
選
り
て
村
人
提
焼
く	

脇
坂
有
多
子

風
を
読
み
風
に
従
ふ
野
焼
き
か
な	

秋
山　

弘
之

風
花
や
大
連
か
ら
の
直
行
便	

松
本　

洋
子

梅
一
輪
湯
治
の
宿
の
地
獄
蒸	

増
田　

嗣
夫

三
代
の
句
碑
に
春
の
日
汀
子
の
忌	

岸
下　

庄
二

八
十
の
壁
乗
り
越
え
る
ピ
ア
ス
か
な	

藤
井
久
美
子

帯
締
め
て
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
女
正
月	

黒
田　

久
江

婆
さ
ん
や
ゆ
っ
く
り
休
み
や
女
正
月	

小
段　

安
徳

見
山
台
新
樹
会
（
北
区
）

ひ
孫
生
る
次
世
代
の
命
想
う
春	

松
隈　

弘
子

春
浅
き
鍬
先
過よ

ぎ
る
ル
リ
ビ
タ
キ	

佐
溝
満
喜
子

お
水
取
り
修
二
会
の
僧
の
い
そ
が
し
く	

丸
尾　

嘉
子

春
よ
来
い
早
く
来
い
来
い
能
登
に
来
い	

高
石　

勝
行

白
梅
が
玄
関
ま
た
ぎ
咲
き
に
け
り	
藤
田　

和
夫

「
少
し
だ
け
慣
れ
た
」
の
メ
ー
ル
梅
ふ
ふ
む	
貞
永　

弘
子

限
界
村そ

ん

残
る
我わ

が
家
の
氷つ

ら
ら柱
折
る	

石
本　

宏
一

陽
春
の
句
作づ

く

り
楽
し
人
難
し	

吉
田　
　

勲

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

元
日
に
竜
の
あ
ば
れ
る
瓦
礫
か
な	

田
畑
美
恵
子

梅
一
輪
待
つ
間
の
長
き
時
を
知
る	

大
上　

昭
敏

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

春
風
や
宝
探
し
の
蚤
の
市	

阪
本　

道
子

無
気
力
の
我
に
一
撃
春
の
雷	

田
野　

育
利

雛
飾
る
事
嬉
し
と
も
悲
し
と
も	

森
本　

珠
実

梅
林
の
ど
の
経
ゆ
け
ど
寺
の
前	

大
橋　

治
子

初
蝶
や
一
二
三
と
飛
び
発
て
り	

尾
上　

正
紀

病
み
て
知
る
隣
家
の
梅
の
温
か
さ	

喜
田　

弘
征

◆
個
人

指
先
に
息
吹
き
か
け
て
急
ぎ
足	

（
灘
）	

安
田
奈
美
江

電
車
待
つ
横
顔
ば
か
り
桜
降
る	

（
灘
）	

山
上　

幸
子

軒
下
の
束
ね
た
藁ワ

ラ

や
下
萌
ゆ
る	

（
北
）	

山
田
キ
ミ
子

雪
解
川
十
八
才
の
門
出
か
な	

（
須
）	

福
本　

和
恵

松
の
露
春
も
間
近
の
雨
上
り	

（
垂
）	

藤
田　

恵
子

走
り
根
や
路
面
切
り
裂
き
春
を
告
ぐ	

（
西
）	

寺
岡　

洋
子

晴
天
に
目
白
飛
び
交
う
し
だ
れ
梅	

（
西
）	

濵
頭
ミ
ノ
ル

冬
の
雲
風
に
吹
か
れ
て
七
変
化	

（
西
）	

芝
田　

律
子

川
　
柳

川
　
柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

も
し
か
し
て
人
類
全
滅
こ
の
乱
れ	

荒
木　

宗
Q

人
類
は
仲
好
し
子
好
し
皆
仲
間	

京
念
久
美
子

地
元
愛
人
類
愛
も
同
じ
愛	

笹
岡　

淑
子

地
球
温
暖
化
人
類
滅
び
る
危
機	

杉
尾　

悦
子

人
類
の
次
は
何
か
と
へ
ぼ
思
案	

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

サ
ー
ク
ル
は
女
性
と
菓
子
の
見
本
市	

か
ほ
う

お
や
つ
食
べ
痩
せ
る
話
で
盛
り
上
が
る	

ま
さ
こ

一
生
で
最
後
の
試
験
認
知
症	

三
茶

年
賀
状
止
め
た
先
か
ら
ま
た
も
来
る	

あ
き
ら

う
で
く
ん
で
恋
人
み
た
い
介
護
で
す	

か
お
る

ほ
っ
と
い
て
重
い
と
き
だ
け
持
っ
と
い
て	

村
田

散
髪
を
す
ま
し
て
す
っ
き
り
男
前	

よ
し

試
験
と
は
昭
和
の
む
か
し
い
ま
検
査	

勢
似

◆
個
人

若
く
な
っ
た
ね
な
る
は
ず
な
い
と
苦
笑
い	

（
東
）	

早
川
キ
ミ
エ

こ
の
天
気
鯉
も
喜
ぶ
五
月
晴	

（
東
）	

増
田　

芳
之

こ
の
頃
は
い
び
き
聞
こ
え
て
ホ
ッ
と
す
る	

（
灘
）	

都
倉　

知
子

取
組
む
ぞ
極
め
な
く
と
も
良
し
と
し
よ
！	

（
北
）	

か
ん
い
ち

つ
も
り
違
い
の
国
会
答
弁	

（
北
）	

北
野　

利
一

追
い
風
で
走
り
た
く
な
い
の
に
春
一
番	

（
北
）	

宮
内
美
栄
子

町
中
の
釘
煮
の
匂
い
行
く
末
は	

（
垂
）	

小
髙　
　

肇

夕
映
え
が
障
子
に
映
す
つ
る
し
柿	

（
西
）	

藤
長　

文
子

短　歌短　歌
花
山
短
歌
会
（
北
区
）

年
初
よ
り
非
常
事
態
の
そ
の
上
に

　
　

雪
が
辛
か
ろ
能
登
の
人
び
と	

富
田　

次
夫

し
ば
ら
く
を
通
わ
ざ
る
道
一
輪
の

　
　

白
梅
の
咲
く
裏
の
山
道	

船
崎
め
り
子

朝
歩
き
空
気
が
澄
め
ば
気
持
よ
く

　
　

楽
し
み
な
が
ら
歩
く
た
の
し
さ	

礒
元
カ
ヨ
子

ミ
リ
よ
り
も
小
さ
き
種
か
ら
出
た
新
芽

　
　

プ
ラ
ン
タ
ー
で
作
る
わ
さ
び
葉
枯
れ
る
な
よ	

清
水　

惠
子

記
憶
力
衰
え
て
ゆ
く
不
安
増
し

　
　
「
物
忘
れ
外
来
」
に
遂
に
予
約
す	

山
田
加
壽
子

戻
り
得
ね
道
に
ひ
と
本
穏
や
か
に

　
　

春
を
咲
か
せ
る
ミ
モ
ザ
の
大
樹	

古
林　

保
子

◆
個
人

永
き
歳と

し月
宿
せ
し
悔
い
も
忘
却
の

　
　

心
で
生
き
た
し
残
さ
れ
し
日
　々

	

（
灘
）	

上
田　

節
子

五
月
晴
れ
神
戸
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た

　
　

サ
ン
バ
の
踊
り
今
年
も
見
れ
た	

（
中
）	

朝
岡　

俊
之

う
ら
ら
か
な
光
の
ど
か
な
窓
越
で

　
　

ペ
ン
持
つ
指
も
う
た
た
寝
の
中	

（
北
）	

箱
守
喜
久
子

愛
の
色
っ
て
モ
ス
グ
リ
ー
ン
に
お
も
え
る
の

　
　

傘
寿
の
友
の
上
等
な
コ
ー
ト	

（
北
）	

眞
木
香
代
子

促
さ
れ
躊た

め
ら
い躇
つ
つ
も
マ
イ
ク
持
ち

　
　

忘
れ
得
ぬ
歌
「
長
崎
の
鐘
」	

（
須
）	

江
口　

啓
子

遠
く
住
む
男
孫
の
動
画
に
夫
と
共

　
　

ほ
ほ
え
み
見
れ
ば
意
欲
湧
き
く
る	

（
垂
）	

堀
江
千
生
子

も
ど
か
し
く
思
ひ
返
せ
ど
年
月
の

　
　

長
き
に
迷
ふ
忘
却
の
は
て	
（
西
）	

増
田　

當
代

車
中
に
て
能
登
の
地
震
の
黙
祷
し

　
　

老
人
会
の
初
詣
嬉
し	

（
西
）	
吉
野　

洋
子

「春」
【北区】中里楽山会

安井　明美

「花と蝶」
�【中央区】二宮新栄クラブ

朝岡　俊之

とっておきの作品

《必要事項》
①氏名（ふりがな）�②クラブ名�③題名
④郵便番号�⑤住所�⑥電話番号

※�葉書サイズ（100mm×148mm以内）・色紙サイ
ズ（242mm×272mm以内）でお願いします。そ
れ以外は受付できません。

※�作品は随時ご返却いたしますが、長期間お預かり
する場合がありますのでご了承ください。
※�作品は丁重に取り扱いますが、損傷については理由
のいかんに関わらず、一切の責任は負いません。

《宛先》
〒650-0016�神戸市中央区橘通3-4-1

KOBEシニアクラブ�
「とっておきの作品」係

会員の皆様から絵はがき＆色紙絵を募集
しています。必要事項を記入したものを
同封の上、作品をお寄せ下さい。

「とっておきの作品」募集中「とっておきの作品」募集中

「春」
【兵庫区】御崎南ビル
ほのぼの倶楽部　�衣川　晴子
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西　区垂水区須磨区

滝の茶屋クラブ　会長　森玉　武文さん

生涯現役、目指せ100歳
学園長寿会　会長  水谷　勝さん

会員の笑顔のために
宮前福寿会　会長   中畑　美枝子さん

食と交流で心豊かな人生を

◆投稿募集◆
　
　文芸欄への投稿をお待ちしています。皆さまの作品をお寄せください。
　作品、住所、電話番号、単位クラブ名、お名前を必ずご記入ください。

（投稿先）
〒 650 ー 0016　 神戸市中央区橘通３丁目４- １
　ＫＯＢＥシニアクラブ事務局「広報紙〇〇係」
　　　　　                     Fax ３４１ー８５２４
※〇〇は（俳句・短歌・川柳・へなぶり）等

あとがき
　新緑の香りがすがすがしい季節になりました。春は心踊る
季節です。いつもは行かない場所へ行き旬の春グルメを楽し
むのもおすすめです。その季節に最もおいしくて栄養価が高
い旬野菜を食べることは、おいしいだけでなく健康にも良い
ことずくめ。体が欲する効能を持ち、自然と体のバランスを
整えてくれます。健康の基本は食べることから。ぜひ会員の
皆さんも毎日元気に活動を続けるために日頃の食生活を見直
し、おいしく食べて、健康づくりの第一歩を踏み出しませんか。

　中畑さんは当時住んでいた市営住宅
に偶然、前会長がお住まいで、親しく
なったことが縁で老人クラブに入会さ
れました。
　現在は、介護資格を取得し専門の介
護士としての豊富な経験とご自身の知
恵を最大限に発揮し、カラオケを歌っ
ている会員の方の姿を見て体調を確認
したり、声の出し方で、嚥下障害など
を気にかけています。
　クラブ運営の理念として「みんなと
楽しく笑い合う機会を作りたい」とい
う思いがあり、多くの人を集め、食事
会やお茶会を開いては、会員のフレイ
ル予防や健康促進につなげています。
　また、寄り添う会員づくりを目指し
て、人の心を大切にし、寄り添った見
守りをする事を意識していらっしゃる
とのことです。
　ご自身が健康的な生活を送る上で大
切にしていることは「体調不良の時は
すぐ病院に行くこと」「規則正しく日々
を過ごすこと」の２つ。少し自分に厳
しく、また、やさしく、何より自身を
労ることを意識しているそうです。
　読者の方へのメッセージをお聞きす
ると「和をもって元気に明るく人と対
面し、言葉をかわし、その日その日を
大切にしよう。明日という日はありま
せん。その日その日が一番大切なので
す。」という活力に満ちたお言葉をい
ただきました。

　森玉さんは現在 93歳。年齢を聞く
と驚くほど背筋もピンとしており、お
元気そのもの。健康の秘訣は「歩くこ
とと詩吟」とのこと。
　森玉さんは昭和 48年に神戸ヒヨコ
登山会に入会し、以後 365 日、雨が
降っても、雪が降っても朝は六甲山系
の再度山（標高 470m）に登山をする
ことを習慣にしています。
　毎朝４時に起床し、JR 塩屋駅から
電車で元町駅へ。再度谷川の清流に
沿って 50分歩き、目的の燈籠茶屋で
署名をし、ラジオ体操を済ませ、自宅
に着くのは 8時頃。健康維持のため
にこのような生活を続け、令和５年
12月 15日には登山回数が 13,000 回
に到達し、表彰されました。
　また、詩吟も師範より上の宗範を取得
されており、よく響き、大きな声が出る
ように日々の練習をくり返すことが健康
につながっているそうです。
　滝の茶屋クラブの会長歴は長く、会
員の皆さんに喜んでもらうため、カラ
オケやダンス、体操等を行い、交流を
深めながら楽しく健康づくりに励んで
いらっしゃいます。
　最後に森玉さんに今後の目標をお伺
いすると「100 歳まで山登りをする
こと」と力強くお答えいただきました。
これからも健康長寿のお手本として頑
張ってください。

　水谷さんは、単位クラブの会長を
10 年以上務められ、現在は西区老人
クラブ連合会の副会長も兼任されてい
ます。
　以前はデザイン系のお仕事をされて
おり、商業デザインを専門に独立した
事務所を構え 30年間デザイン業界の
第一線でご活躍されていました。江坂
にあるダイエーのチラシデザインや
ローソンの第１号店の設立にも携わっ
た経験など輝かしい実績をお持ちで
す。
　コロナ禍の 3年間は大幅な活動自
粛を余儀無くされ、ご自身も 2020 年
に感染するなど苦しい期間を過ごされ
ましたが、規制解除に伴い 2024 年は
公園で皆と楽しい時間を過ごす「さく
ら花見会」や、3ヶ月ごとに会員の誕
生日を祝う「お誕生日会」などクラブ
活動を盛り上げるための行事を計画、
失われた 3年間を取り戻すためご尽
力されています。
　「会員の皆さんに喜んでもらいたい
という思いから体が勝手に動く」と語
られる水谷さんの笑顔はとても輝いて
いました。
　趣味は釣りで、かつては渓流釣りや
海釣りもされており、釣りの醍醐味と
ともに、立派なクロダイの魚拓を見せ
てくれました。
　今後も様々な経験を生かしてクラブ
を盛り上げていってください。

会員さんへインタビュー vol.4

員さ員さんんいらっしいらっしゃ〜いゃ〜い！！会会
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早く気が付く事が大切です。
今後の生活への備えができます。

認知症は、あなたの気付かないところで進行しているかもしれません。
「あれ、なんだか変だな？」と思ったら、下のチェックシートの質問をチェックしてみましょう。

□	 同じことを言ったり聞いたりする。
□	 物の名前が出てこなくなった。
□	 置き忘れや、しまい忘れが目立ってきた。
□	 以前はあった関心や興味が失われた。
□	 だらしなくなった。
□	 日課をしなくなった。
□	 時間や場所の感覚が不確かになった。

□	 慣れたところで道に迷った。
□	 財布などを盗まれたと言う。
□	 ささいなことで怒りっぽくなった。
□	 蛇口、ガス栓の締め忘れ、
	 火の用心ができなくなった。

□	 複雑なテレビドラマが理解できない。
□	 夜中に急に起きだして騒いだ。

※この認知症チェック項目は、あくまでも目安です。認知症の診断をするものではありません。
 （出典：認知症フォーラムドットコム）

認知症疾患医療センター、地域包括支援センターのほか、
普段から本人のことをよく知っているかかりつけ医等に
ご相談ください。

３つ以上あてはまった方は、
専門医に相談を

もの忘れチェックリスト
今スグできる！

防 ムラコ災
皆さんは、地震が起きたときや地震の後にガスが止まってしまったと

きなどの対処方法を知っていますか。いざというときに安全に対処する
ための方法を覚えておきましょう。

①まずは自分の身の安全を確保しましょう。
②�揺れが収まり、周囲の安全が確認できたら、ガスの火を確認し、火が
点いていたときは消してください。ガス臭いときはガス漏れのおそれが

ありますので、ガスの使用をやめて、換気扇や電気のスイッチには触
れずに、窓や戸を開けて換気し、ガス栓、メーターガス栓、ガスボン
ベのバルブ（LPガスの場合）を閉めて、ガス事業者に連絡してください。
③�避難するときは、ガス機器を止め、ガス栓、メーター
ガス栓、ガスボンベのバルブ（LPガスの場合）を
全て閉めてください。

出典：政府広報オンライン（https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201412/2.html）

地震が起きたときガスはどうする？
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